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ビタミンCとして知られるアスコルビン酸は、動植物の生命維持に

必要不可欠な物質である。熱帯植物であるモリンガ (Moringa

oleifera)とアセロラ(Malpighia glabra)は、アスコルビン酸を豊富に含

むことが知られている。本研究では、2種のアスコルビン酸高含有

熱帯植物に着目し、アスコルビン酸高集積機構の解明を目指した。
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